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１．背景 

ミミズは食物連鎖の最下部に位置する生物で，土中に含まれる有機物・微生物を消化吸収して

排泄する。またミミズは土中の重金属や農薬などの薬剤を摂取した後，体内で生物濃縮すること

が報告[1]されている。そこで我々はミミズを用いたレーザ照射による土壌汚染モニタリングを検

討している。レーザ光源は日本大学量子科学研究所の自由電子レーザを用いた。これは波長可変

（約 300 nm～6 m）かつパルス幅が約 200 fsecと短いため，ミミズの非殺生評価が期待できる。

本稿ではレーザ照射時のアブラミミズの生体反応及び発光特性について報告する。 

２．実験方法 

図 1 に実験装置の概略図を示す。La2O3粉末を捕

食させたアブラミミズへ集光した自由電子レーザ

（パワー: 300 J/, 波長: 2.9 m, マクロパルス幅: 

7.4 s, ミクロパルス幅: 200 fs）及び Nd: YAGレー

ザ（LOTIS 社製 LS2147, パワー: 50 mJ, 波長：266 

nm, パルス幅: 10 ns,）を照射する。レーザ照射時の

発光を分光器（StellarNet 社製, EPP2000）によっ

て分光分析する。 

３．実験結果と検討 

図2にNd: YAGレーザ照射時のアブラミミズの

分光測定結果を示す。La2O3 粉末を摂取したアブ

ラミミズから 408, 412, 466 nmに発光が確認され

た。これは La2O3粉末の発光，La原子発光[2]のピ

ークと一致しているため，La起因と考えられる。

自由電子レーザ照射時の発光は微小なためスペ

クトルは得られなかった。この結果より，レーザ

照射によるミミズの摂取物の特定が可能である。 
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Fig. 1 Experimental system of laser irradiation. 
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Fig. 2 Luminescence spectra of earthworms  

by laser irradiation. 
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